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TurningPointのインス トール

TurningPoinit

のインス トール
このセクションでは以下の項目について説明します :

助rnヾ iヽntのシステム畔
' Turnヾ 、ねιのインスト=ル オ騰

システム要件

TurningPointは一般的な機能を備えたコンピュータで使用できるようにデザインされていま
す。TurningPointのご利用に際して最新のテクノロジーや大量のハー ドディスクスペース
は必要ありませんが、インス トール前に以下のハー ドウェアおよびソフトウェアの要件をご
確認ください。

ソフトウェアおよびハードウェアの要件

TurningPointをインス トールする前に下記要件を満た していることをご確認 ください:

Microsoft Windows XP、Vista

‐  Microsoft Office XP、2003、 2007

.イ ンテル/AMD 600 MHz以 上のプロセッサ (l GHz以上を推奨)

256 MBの RAM(256MB以 上の
“
利用可能な

"RAMを
推奨)

.60 MBの ハー ドディスク空き容量 (Microso■.NET Framework 2.0がインス トールされて

いない場合は、さらに32 MBが必要 とな ります)

解像度800x600以 上、24ビ ッ トカラー (解像度1024x768以上、32ビ ッ トカラーを推奨)

1標 準USB l.1/2.0ポー ト

,イ ーサネッ ト、互換性のある802.11ワイヤ レス ネッ トワーク カー ドcvPadプレゼンター

の場合〕
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Turn ingPo in t  A4 Y7 l * tv

TurningPointのインス トール

TurningPointは簡単な操作でコンピュータにインス トールできます。インス トールは数分で
完了し、すぐにTurningPointプレゼンテーションを作成することができます。

始める前に

システム要件の、ハー ドウェアおよびソフトウェアのスペックをご確認ください。インス ト
ール前に、コンピュータがこれらのシステム要件を満たしている必要があります。

操作手順

1.管 理者としてコンピュータ
ヘログオンしてください。

2.TurningPointをインス トー

ルするには、次の2つの方
法のうちいずれかを使用し

ます。

「Keepad Japanのウェブサイ
トからTurningPOintの最
新版をダウンロー ドす

る。

=CDか らインス トールする

場合はコンピュータにCD

をセットしてください。

3.す でに古いバージョンの
TurningPointがインス トー

ルされている場合は、イン

ス トールする前に古いバー

ジョンをアンインス トール

するよう求めるメッセージ
が表示されます。

TumingPOintソフトウェアをコンピュータヘインストー

ルするには."

TurningPoint 2008をインストールするには完全な管理者
権限が必要です。

Keepad lapanウエブサイ ト、httD:〃― .keennd_comから
ダウンロー ドリクエス トフォームに必要事項をご入力い
ただき、[保存]をクリックしてダウンロー ドを始めてくだ
さい。ダウンロー ドが終了したら、セットアップアイコ

ンをダブルクリックしてInstanshieldウィザー ドを開始し
ます。

TurningPoint 2008セットアップファイルをダブルクリッ
クして、セットアップを実行してください。

古いバージョンのTurningPointがインス トールされてい

る場合は10Klをクリックします。Windowsのヘルプフア
イルを参照して古いバージョンのアンインス トール方法
をご確認の上、ステップ1からやり直してください。

Another version ol this product is akeady installed.
Installation of this version cannot coniinue. To
configure or remove the existing version of this prodr.rct,
use.a.dd/Remove Ptogams on the Control Panel.

TurningPointを初めてインス トールされる場合、または

既に古いバージョンをアンインス トールされた場合は、

[OKIをクリックしてステップ4へ進んでください。
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丁urningPointのインス トール

4.INex可ボタンをクリックし ウ ィンドウが開きライセンス同意書が表示されます。ス

てインス トールを続けま  ク ロールバーを使つて内容をお読みいただくか、

す。            IP」 n■ボタンで印刷してください。
ライセンス同意書

Licqse Agreement

Plese read the following licffie agreement carefdly.

READ TIEE TERMS OF TIIIIS AGREEMWT全 '

AGREEMENT")  CARE― Y  BEFORE~

THIS SOFEWARE.BY INSTALLIN0 0R USING

SOFTWARE,VOU ACKNOWLEDGE THAT YOU IIAVE

TIIIS  IICENSE  AGREEMENT,  THAT  YOU

AND IT,AND THAT YOU ACREE TO BE BOllND

ALLY BY HS TERLIS. IF YOU DO NOT

REE TO THE TERMS AND CONDrr10NS OF THIS

AGREEWEENT.  PRO取 ETLY  EⅢ T  THК 二|

@I accept the terms In the lkeroe agreement l- Prittt I

O I do not accopt thE termr h SE license agreemmt

I「it31511=|」

くBadt Ettext=コ  CanCd

5.記 載事項にご同意いただけ  ラ イセンス同意書の内容にご同意いただいた場合のみ、

る場合は
“
I acceptthe terms TurningPointのインス トールを続行できます。

in the license agreemenぜ'を

選択します。

6.INextlボタンをクリックし お 客様情報をご入力いただく画面が開きます。

ます。
お客様情報

Customs Information

Please enter your infomahon,

User Namei

111ヨEI

Organ 2auOn:

Keepad lnteract"ё

lnsta‖thls applcat on For

OAnγonewhousesthLcomputercaluser)

00■y for¨(uSer)

くB a c k   N 9 o   C a n C d

7.user Name欄 にお名前を、

Organiza■on欄に会社名を入

力してください。
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8.[Nextlボタンをクリックし
ます。

9・IInStall]ボタンをクリック
します。

10.IFinish]ボタンをクリック
します。

ウィンドウが開き、TumingPointインス トールの確認メ

ッセージが表示されます。
プログラムのインストール

Redttotnrt ltlEProgril

Th€ ntsrd k rcldy to begtr h5talen.

cld(IrEtBl to beg|r the irstddbn,

f you wilt to fwiew q duEe ay of yil iEtaldin settings, ctEk 8ak Cllck Can@l to
e)* th6 wl2afd,

く88dK l_墜J:コ 曲

TurningPointのインス トールが終了したら、IFinish]ボタ
ンが表示されます。

インス トール ウィザー ドの完了

TurningPoint
Infomatiw Orlim

LramingCommiv

.ltdytffi.lrdo|.|'r
Trili.!s.stoc.

. c|EmsErdo-sqtr6

. DFgBPnd€

lnstdl6hleld Wiz€rd Completed

The lrEtdshH ltiznd h6 trc6rfdy lElded TqningPolnt
aI)8. ckkFinlitl bo e* tiE wizafd.

E Lench TsringPoint 2008

lf Prscqufrfrcr hrn bcs lEt![G4 lt iE
rmded tft* you lEtart tou computtr

ウィンドウが開き、インス トールの完了メッセージが表
示されます。すぐにTurningPoint 2008を使用する場合
は、

″Launch TurningPoint 2008"を選択してください。

TurningPointのショー トカットがデスクトップに表示さ
れます。プログラムを起動するにはアイコンをダブルク
リックしてください。
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スライ ドの作成と修正
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スライ ドの作成と修正

スライ ドの作成

スライドの挿入メニューから、TurningPointスライ ドを挿入できます。

操作手順               プ レゼンテーションにスライ ドを挿入するには."

1.デスクトップのTumingPointアイ
コンをダブルクリックして
TurningPointを起動します。

2.POwerPointツールバーのOfficeボタンからプレゼンテーションを開くか、新しいプレゼン

テーションを作成します。

3.TumingPointリボンから、スライ ドの挿入メニューが開きます。

1スライ ドの挿入]を選択します。
スライ ドの挿入メニュー

ｎ

【一］̈
翻

ｕＴ

1,It‐
レスポンス

iスライ ドはリス トから選択できます:

グラフのタイプを選択して基本
的な質問スライドを作成。

チーム割り当てスライ ドや‖贋位

表などで競争スライ ドを作成。

質問と回答の既存テンプレー

ト.

d.プ レゼンテーションの効果を上

げるための特殊なスライ ド.

ツー

J♭▼

a.

山1縦棒スライド

署■横棒スライド

●ビ13D円 グラフスライド

む :分配型の円グラフスライド

警計:オフセットスライド

● |ドーナツ型スライド

■■チーム害1り当てスライド

▲ 1参 加者順位表

讐 |チ
ーム順位表

止 1最 も早い回答者

匡■(よい/ttヽえヽ

□ :正撃

□  は C /ヽt もヽヽえ爆 回答

1意見スライド

i汎用スライド

アイスブレイクスライド

E}RespcmseCard RF Oチ ャンネル言貴定スライド

曰 1降 spOnseWare Appログイン

□ 1空 白入カスライド

匡訃 エッセイスライド

|ヨ1優先度ランキング

|ヨ醸デモグラフイツクLヒ較

□ 1現行評ftt G段階評f面)
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スライ ドの挿入メニ

ューから作成するス

ライ ドの種類を選択
します。

プレゼンテーションに新しいスライ

したスライ ドの種類により、質問、

す。

スライ ドの作成と修正

ドが挿入されます。選択

回答、グラフが含まれま

基本的な縦棒スライ ド

●質問テキストの入力."

1.質 問テキストを入
力.¨

②

ご

質問テキス トボックス ‐“質問テキス トの

入力"."

回答テキストボックス‐“回答テキストを入力…."

グラフの位置‐上図は縦棒グラフです。グラフは
スライド内で移動できます。

TurningPointの設定により、今すぐ回答マーク、カウントダ
ウン、レスポンスカウンタといつたインタラクティブ オブ
ジエクトをスライ ドに挿入できます。オブジェク トの追加や

変更については、本マニュアルのオブジェク トの追加セクシ

ョンをご参照ください。

次の中で哺乳類は?
―                ♀

1.ヘ ビ

2.クジラ

3.鷹

4.ペ ンギン

5.ネズミ

ご

０

　

０

０

5。
“
質問テキス トの入力
…"ボックスに質問を
入力します。

“
回答テキス トを入力
…″ボックスに回答を

入力します。

KEEPAD JAPANC)Copyright 2008

回答欄には、10個まで回答を入力できます。
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―|

スライ ドの作成と修正

7.回 答テキス トボック
スの外をクリックす

ると、回答数によつ

てグラフが表示され

ます。

次の中で哺乳類は?

1.ヘビ

2.クジラ

3.鷹

4.ベンギン

5。ネズミ

上記プロセスを繰り返して、インタラクティブプレゼンテー

ションを作成してください。
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スライ ドの作成と修正

グラフの挿入によるPowerPointスライドの
インタラクテイブ化

質問と回答が入力された通常のPowerPointスライ ドにグラフを追加して、インタラクティ
ブなスライドに変換できます。

PowerPointスライ ドをTumingPointスライ ドに変換すると、タイ トルは質問 に、箇条書き
のテキス トや番号を振られたテキス トは回答の選択肢になります。

操作手順 PowerPointス ライ ドをインタラクテイプスライ ドに変換
するには.“

1.TurningPointに変換する  変 換を正しく行うには、PowerPOintスライドは下図でハ
PowerPointスライドを開き イ ライトされた

″
タイトルとテキスト"のレイアウトで作成

ます。           し てください。
スライドレイアウ トメニュー

壼:i圭嚢

l  ‐ :

轟■■1

2.TurningPointリボンから

Iオブジエク トの挿入]を
選択します。

オブジェク トの挿入メニューが開きます。

オブジェク トの挿入メニュー

珈静T

B r = 議 0笙 A●

:型  _■

ヮ1喜i「ユ3を二j l
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l
|

3.グ ラフを選択します.

スライドの作成と修正

サブメニューが開き使用できるグラフが表示されます。

追加するグラフを選択すると、タイトルは■間に、箇条
書きのテキストや番・●・を撮られたテキストは回答の選択
肢に変換され、最後にグラフがスライドに追加されま
す。

これで、TumttrOIntス ライド機能がご利用いただけま
す。

4.1ヱ
氏じ撃撃「

するグラフ

オブジェクト●●入:グラフの選択

肋 勁   )

レんまンスカウレタ )

レカ ステ‐プル )

朧 →   )

樹              )

中 |テキスト離 "ジ

輔

3D Flリラフ

… ラフ

オフセ,ト

ド型

摯
リ
リ
摯
●
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スライ ドの作成と修正

スライ ドの修正

TumingPointスライドはPowerPOin嵌ライドに追加される機能なので、通常ご利用いただい
ているPowerPointXライドと同じようにご利用いただけます。

スライドの整理、オブジェクトの移動、テキストや写真の追加、フォントや色などの変更、
アニメーションなどがご利用いただけます。そのほかのPowerPoi劇機能のご利用方法につ
いては、PowerPoint関連のテキス トブック等をご参照ください。

また、hmingPointス ライドに追加される機能自体の変更もできます。

このセクションでは以下の項目を説明します :

1.Iι ι…

2.″ 7-夕 ¨

3。カウントタリン 7-夕 のニカ

4口嫁 メレスカウンタの遭″

KEEPAD JAPANO Copvright 2∞ 8 Page■ 4 of73



スライ ドの作成と修正

正しい回答の指定

TurningPointスライ ドの質問に対する正しい回答を指定できます。解答マークかグラフの色
を変えることで、集計締め切り後に正しい回答を表示できます。

得点の記録と競争に使用するため、デフォル トでは正解 (Correct)の回答は 100ポ イント、
不正解 (IncOrrect)の回答は 0ポイントとなつています。

操作手順

1.正 しい回答を指定する
スライ ドを選択します。

2.カ ーソルをスライ ドの

回答ボックス内に移動
します。

正しい回答を指定するには.“

回答値の作業パネルが開き、回答のリス トと現在の回答
値が表示されます。

TurningPoinlt120"■|口疇値■ ||■■

すべての正解値をクリア

ヘビ

No■ Le     lマ

No■ Le     lv

NoヽLhe

NoヽLlue

Noヽ亀lue

回答値の作業パネル
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回答値のドロップダウンメ
ニユーから[CoreCtl畿督叙
します。|

スライドの作成と修正

選択された日経を正解とし、自朧的にその他の回答をす
べて不正解とします。

「

―

J

rena[回 答入力嘲 →スライドの各国答の設定から
も正解、不工解の設定ができます。TuminJoint

設定の童更については、 rセタシヨン3、
` ¬ □山伊嘲劇躙懃翻国珈 をL~OHください。

他の口書についても、上記ステップを撮り返すことで1つ
のスライドで複盤0こ 解書設定することができます。

設定を正解から不正解へ出更する場合には上記ステップ
を繰り返し、ドロップダウンメニューのFnco.・・Ctlを選択
します。
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スライ ドの作成と修正

解答マークの追加

解答マークを使用すると、質問に対するレスポンスの集計終了後、出席者に対して正しい回
答を視覚的に表示することができます。集計終了後、グラフを表示した後でスライ ドを進め
ると解答マークが表示されます。

解答マークは、[COrrectl(正解)に 設定された回答か回答値が指定された回答の横に表示さ
れます。

以下の7種類の解答マークがご利用いただけます :

解答マーク

1 . 匡

ヨ
イ1.正 解 01.正 解

00

ヵl.正 解  ⇒ 1.正 解

国1.正解

0

1 。

匡 ヨ

00●

0

● 長方形       ② チェックマーク

0ス マイリー フエイス ● 星

0矢 印        0点 滅長方形

0カ スタムマークーお好きなイメージを選択してくだ
さ い 。
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スライ ドの作成と修正

操作手順

1.解 答マークを追加する
TumingPointスライ ドを選

択します。

2. TurningPointリボンから

[オブジエク トの挿入]を
選択します。

3.解 答マークを選択 します。

4.正 しい回答を選択 します。

解答マークを追加するには."

オブジェク トの挿入メニューが開きます。

グラフ        ト

今すぐ'回答   レ

カウントダウン    レ

レスポンスカウンタ )

レスボンステーブル レ

幣 マータ     )

統計      )

サブメニューが開き、
す。

使用できる解答マークを表示しま

解答マークのサブメニュー

|レやろ7y不  ・澤
製

グラフ        レ

今す(・回答   )

カウントダウン    ト

レスポンスカウカ  )

レスポンステープル ト

鮮 マーク     ト

統計      ト

テキストリリセージ

0‐ 長方形

、′|チエツケマ
ーク

,01ス マイリーフェイス

キ 星

中 | 夕にEロ

ol占 滅長方形

日1想弘 マーク

スライドに解答マークが表示されます。必要のない場合
は、スライ ドから肖1除できます。

解答マークを入れ替えるには上記ステップを繰り返して
ください。現在の解答マークは新しく選択された解答マ
ークに変わります。

“
カスタムマーク

"を
選択した場合、コンピュータからお

好きなイメージを選び解答マークとして使用することが
できます。
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スライ ドの作成と修正

カウントダウンマークの追加

カウントダウンマークを使用すると、出席者に対して、集計が間もなく終わることを視覚
的に示すことができます。レスポンスの集計中にスライ ドを進めるとマークが表示されます。
カウントダウンが終わるとカウントダウンマークは非表示になり、集計は自動的に終了し
ます。

[プレゼンテーション設定]→[カウントダウン]で、カウントダウンマークがスライドに自動
的に表示されるように設定できます。設定の変更については、 「セクション3:
TumingPoint設定の変更Jを ご参照ください。

以下の11種類のカウントダウンマークがご利用いただけます。

カウントダウンマーク

10

0 0

0

● ドロップボール

0レ ター

0時 計

● 砂時計
0タ イマ

0ろ うそく
0夕 暮れ
0投 票なし
0ロ ゴ

⑩ セカンドハンド
● 宝石
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操作手順

1.カ ウントダウンマークを

追加するTurningPoint

スライ ドを選択します。

2.TumingPOintリボンから

[オブジエクトの挿入]を
選択します。

カウントダウンを選択
します。

スライ ドの作成と修正

カウントダウンマークを追加するには.“

オブジェク トの挿入メニューが開きます。

| 7々___:
1今すぐ回答   >

:カウントダウン    ト

|レスわ ス加 勁 ト

| レスポンステープリレ レ

1鮨|二5~  ‐ l
‐ 8 鶴十          レ

ワ |デFストカむリ

サブメニューが開き、利用できるカウントダウンマーク
が表示されます。

カウントダウンマークのサプメニュー

翻静
匹W 1爵

薯
:

●:ドロツプポール
肺可| レター

‐ 1時計

11砂 時計

■||タイマ

11ろ うそK

,|夕 暮れ

● 1標 なし

ロ ロゴ

中 :セカンドハンド

4.カ ウントダウンマークを
選択します。

スライ ドにカウントダウンマークが追加されます。

MemO「スライドに合わせて、カウントダウンマークの移動やサイズ変更ができます。必
要なければ、カウントダウンマークを削除することができます。また、カウント
ダウンマークの数字をクリックして、カウントダウンの長さを変えることもでき
ます。
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]

」

スライ ドの作成と修正

レスポンスカウンタの追加

レスポンスカ|ウンタによつて、何人の参加者がレスポンスを通信したかがひと日でわかる
ようになります。レスポンスカウンタはレスポンス041「中はスライド上に表示され、集
計が終わると非表示になります。

以下の罐類のレスポンスカウンタがご利用いただけます:
レスポンスカウンタ

粽
”

0メ ーター

● 測リ
● 管

●旗ポール
●パブル
●液体

レスポンスカウンタは、通常のPowerPointのオブジェクト同様に移動またはサイズの変更
ができます。

rem● :[プレゼンテーション設定]→[レスポンス カウ
シタの形式]で、レスポンス カウンタの形式を
数字、′く―センテージ、その両方から選択で

きます。設定の変更については、 『セクショ

ン3:― lrOlncの 費更」をご参照く

ださい。
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操作手順

1.レ スポンス カウンタを追加

するTumingPointスライド

を選択します。

2.TurningPOintリボンから

Iオブジエク トの挿入]を
選択します。

3.レ スポンスカウンタを選択
します。

スライ ドの作成と修正

レスポンス カウンタを追加するには,“

オブジェク トの挿入メニューが開きます。

|グラフ

1今す(□搭

hD>F#D>
b7.ifr>Ahr]>g

' v fi>Ai4),
,HSq-t
1統計

ワ |テキストメツセージ

サブメニューが開き、使用できるレスポンス カウンタが

表示されます。

レスポンス カウンタサプメニュー

4.使 用するレスポンス カウン ス ライ ドにレスポンスカウンタが表示されます。
夕を選択します。

MemO′ [プレゼンテーション設定]→[レスポンス カウンタ]でレスポンス カウンタが自動的
にTurningPointスライ ドに表示されるように設定できます。設定の変更について
は、 「セクション3:TumingPoint設 定の変更Jを ご参照ください。
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丁urningPoint設定の変更

TurningPoint

設定の変更
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‐

一

　

　

，

TumingPdnt設定の変更

設定

TuningPointの設定口面から、様々な設定の確認と童夏ができます。Tumin′ Ointリボンの
[ツー′Цから腱 ]を選択して設定目面を開いてください。

ツー′レ臓定

目

■

一
５

一一一日

一腱
‥

一
■

一
□

　

．”

・
４

〇

一■

TesthJbintからインポート

hincPcint解析

肺 ンブレートのアップデLト

ラン ガ 刺 LH麟 配定

hbcTrfu+J-t{
Blackboard D{+J-lt

VantrePpht

Q"wtfrmPoint

Entsrprisr |rlilrry

■ビnhEPlhtレシーバ079ブグレード

R c― 恥
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丁urnhgPdnt設定の変更

設定画面が開きます。

設定画面には 「設定」と「集計テスト」の2つのタブがあります。 (集計テストについて
は、「セクション6:レスポンスデバイスと設定管理」をご参照ください。)

設定タブ

設定タプには、ウィンドウの左側のパネルにレスポンスデバイス、プレゼンテーション、
スライ ドおよび回答が表示されます。右側のパネルには設定のリス トが表示されます。

設定はアルフアベット順にグループ分けされています。設定の名前は右側のパネルの左側に、
値は右側にそれぞれ表示されます。いくつかの設定では値を直接入力できますが、それ以外
の設定ではドロップダウンメニューの選択肢から選択します。

設定画面の下部に、選択された設定の詳しい解説が表示されます。
設定画面

選択●●■マ■わ餃=        呻 mJP““

… 条マカ 設定       D… d Perl●

リア■llイム′ヽッレップのllス        に し)

鋼舗翻 ― P徊 :llk曖穂"《… lJn―帳
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TurningPdnt設定の変更

共通設定とすべての設定ボタンで設定するレベルを選択できます。共通設定では、主に一

般的に変更される設定を表示します。すべての設定で、カスタマイズしたプレゼンテーショ
ンを作成するためのより詳細な設定を表示します。

[デフォル トのプレゼンテーション設定に戻す]ボタンをクリックして、いつでも設定をデフ
オル トに戻すことができます。

Iデフォル ト値]ボタンは[プレゼンテーション]→[グラフの色]のみに適用され、グラフの色
をデフォル トの設定へ戻します。

[すべてに適用]ボタンは、スライド設定と関連するすべてのプレゼンテーション設定に影響
し、既存のTurningPointスライ ドおよび新しく作成されるTurningPointスライ ドに適用され
ます。

このセクションでは、以下の共通設定の編集方法を説明します :

グラフの自

7~fグ ラフイック

レスポンスデバイス、プレゼンテーション、スライ ドと回答入力の設定については、
Append破 をご参照ください。
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丁urningPdnt設定の変更

グラフの色の変更

グラフの色は、TurningPoint設定で定義されます。 デフォル トでは、グラフはPowerPoint

プレゼンテーションで使用された色に設定されています。

″θmOfグ ラフの設定で色を変更すると、スライドの回
答を追加または削除した後でもすべての変更が

設定として残ります。

操作手順

1.TurningPointリボンの

1ツール]からI設定]を選択
します。

2.グ ラフの設定からグラフの色
の設定を選択します。

グラフの色を変更するには."

設定画面が開きます。

ドロップダウンメニューが開きます。
グラフの色の設定

グラフの色の設定から値を
選択します。

以下の3つのオプションがあります:

¬ Color Scheme―PowerPointプレゼンテーションのカラ
ースキームを使用します。

l User Deined―ユーザー定義の10色を使用します。
i Correctlncorrect―正解/不 正解にユーザー定義の2

色を使用します。 (デフォル トではそれぞれ正解は

緑、不正解は赤となっています。)

一̈̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈い̈
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「User Defined」か 「Correct

lncorrect」を選択 したら、以

下のステップで使用する色を

指定できます :

a。設定画面か ら、グラフの

色1からグラフの色 10、

グラフの色正解、グラフ
の色不正解のいずれかを
選択します。

上記で選択したグラフ

の色をクリックします。

c.カ ラーサンプルから色を
選択します。

d。色を変更したい場合は、
上記b―cのステップを
繰り返します。

設定画面のI終了]をクリック
して、変更を保存します。

TurningPoint設定の変更

グラフの色の選択ポップアップ画面が開きます。

40色のカラーサンプルが開きます。

カラーサンプル

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ 目 ■ ■ ■ ■ 圏

■ 国 剛 ■ ■ ■ ■ 幽

□ 「 「
~日

目 回 日 「

□ 「
~「

「 「 「I國 「

カラーサンプルが閉じて色の設定が割り当てられます。色
をデフォル トヘ戻す場合は、[デフオル ト値]ボタンをクリ
ックしてください。

プレゼンテーション設定で色を変更した場合、新規作成ス
ライドのグラフはすべて新しく設定された色になります。

スライドの設定でグラフの色を変更した場合は、選択した
スライドのみ新しい色が適用されます。

MemO′ すべての既存のプレゼンテーションスライ ドの色
を変更するには、ステップ4で[すべて適用]ボタン

を選択している必要があります。

グラフの色設定画面
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TurningPdnt設定の変更

デモグラフィックスライドの指定
スライドをデモグラフィックとして指定して、プレゼンテーション参加者が質問に対してど
のように答えているのかを分析することができます。デモグラフィックとして指定されたス
ライ ドは、デモグラフィック比較スライドやデモグラフイック レポー トの作成に利用でき
ます。

操作手順

1.TurningPointリボンの

Iツール]からI設定]を選択
します。

設定画面からデモグラフィ
ックとして指定したいスラ

イ ドを選択します。

[その他]の設定から

[デモグラフィック]を
選択 します。

Trueを選択します。

I終了]をクリックします。

スライドをデモグラフィックとして指定するには".

設定画面が開きます。

設定画面

選択したスライ ドの設定はウィンドウの右側のパネルに

表示されます。

ドロップダウンメニューが開きます。

スライ ドがデモグラフイック スライ ドに変換されまし

た。

一̈帆勒“̈義
‘

触

服

“

』

ｏ

一
¨

¨

〓

¨

”
　

　

　

“

。

一̈̈い　“一一』̈̈̈
一̈̈
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プレゼンテーシ

インタラクテイ

の実行

TurningPointスライ ドが作成できたら、インタラクティブ プレゼンテーションを実行できま
す。

PowerPointのスライ ドショー機能を使用してインタラクティブ プレゼンテーションを実行
します。参加者からのレスポンスを受信して集計結果を即座に画面表示し、保存できます。
集計 したレスポンスは、セッション ファイルに保存することも、消去することもできます。

本セクションでは以下の項目を解説 します:

LrninJPoinιスライパの鮮

インタラクティプスライだ″嘉驚宕
″ ポンス ラ ン スα 軟

‐ 詢 rningPo加 プレビン テーションの実行

セッション卓励崚朝影列霜″

インタラクティブ プレゼンテーションの実行
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インタラクティブ プレゼンテーションの実行

プレゼンテーションスライ ドの保存

プレゼンテーションを実行する前に、作成したスライド 保 存されていることを確認してく
ださい。

T u r n i n g P o i n tスライ ドはPowerP O i n tスライ ドに統合されるので、PowerP o i n tプレゼンテーシ

ョン ファイルの一部として保存されます。これ らのスライ ドは、他のTurnin g P o i n tや

PowerPointユーザーと共有できます。

″θmO「TurningPOintがインストールされていないコンピュータでもプレゼンテーション
を安全に開くことができますが、TurningPointの機能は使用できません。
TurningPointがインストールされていないコンピュータでは、TurningPointスラ
イドを編集しないでください。編集した場合、インタラクティブプレゼンテーシ
ョンを実行できなくなる場合があります.

操作手順

■. P o w e r P o i n t  Oメニ ュー

か ら、[0■ceボタン]>
[名前を付けて保存]を
選択します。

a.PowerPointプレゼン

テーションを選択して
Office 07ファイルとして

保存します。

b.旧 バージョンのOfficeで

もファイルを使用する

場合は、PowerPOint 97-

2003を選択します。

フアイルの保存場所を選択
し、表示されたスペースに
フアイルの名前を入力しま

す。

[保存]ボタンをクリックし
てファイルを保存します。

TumingPointプレゼンテーションを保存するには,“

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。

B篇ギ
‖こシ麻o

唱ル
1図口糧備Q

I』
週き。

:堕■l・O

Iこr働ぃo

3.

PowerPointでプレゼンテーションファイルを開けるよう
に、ファイル名の .pp恢拡張子は付けたままにしてくださ
い。

[設定]メニューで定義したプレゼンテーションの設定は

すべて保存されます。別のコンピュータでプレゼンテーシ
ョンを開いた場合でも、デフォル ト設定ではなく保存され

たプレゼンテーションの設定が使用されます。

この機能によつて自分の設定が保持されるので、
TurningPOintがインス トールされたコンピュータでプレゼ

ンテーションを開くたびに設定を変更する必要はありませ

ん。

MemO′ プレゼンテーションの最後に、上記ステップで

集計結果が表示されたスライ ドを保存してく

ださい。

10D脇翔機制 Jttu・・

ヨ憮罪尊綴農ブレいシジt

四握鐘椰聯籐脇距′

口,格機覇riP""ル却X カヽ

国輻 羅錮撤鰐
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インタラクテイブプレゼンテーションのテス ト

操作手順

1.TumingPointリボンから、

[リセット]>Iセツシヨン]を
選択します。

インタラクティブ プレゼンテーションの実行

セツシシ

現在のスメ ド

すべてのスライド

プレゼンテーションを始める前に、それまでのセッション
で記録されたすべてのレスポンスデータを消去します。

〔リセット]>Iすべてのスライ ド]を選択すると、セッション

全体のデータはそのままで、すべてのスライ ドのレスポン
スデータがリセットされます。

[リセット]>[現在のスライ ド]を選択すると、セッション全

体のデータはそのままで、現在表示しているスライ ドのレ
スポンスデータのみリセットされます。

スライ ドショーを続ける前に、すべてのレスポンスが消去
されるまで 「. し̈ばらくお待ちください」というメッセー

ジ画面が表示されます。

2.TurningPointリボンからレス
ポンスデバイスメニューを
選択して、プレゼンテーシ
ョンをテストするオプショ
ンを選択します。

以下の3つから選択できます:

レスポンスデバイスーレスポンスデバイスはプレゼン

テーションの実行中に使用されます。レスポンスデバ

イスは 「セクション6:レ スポンスデバイスの設定と

管理」に記載された設定が必要です。

|キ ーボー ドキー 0～9-キ ーボー ドやテンキーなどか
らプレゼンテーションヘレスポンスを入力できます。

, 自 動シミュレーションープレゼンテーションヘのラン

ダムなレスポンスをコンピュータが自動的にシミュレ
ー トします。レスポンス数は、[設定]で指定された使
用予定のデバイス数です。使用予定のデバイス数につ

いては、 「セクション6:レ スポンス デバイスの設定
と管理」をご参照ください。

″θmο′実際のプレゼンテーションでは、常にデフォル トの設定をご使用ください。キーボー

ドキー0～9および自動シミュレーションはテス トの際にのみご使用いただきます。

インタラクテイブプレゼンテーションをテストするには…

セッションのリセッ ト

レスポンスデバイスのリス ト

囲

□
咄

レスボンスデバイス
―ボードキー0～ 9
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3. PowerPointリボンから、ス

ライ ドショーのタプを選択
します。

[スライ ドショーの開始]
セクションで[最初から]を選

択します。

インタラクティブ プレゼンテーションの実行

スライ ドショーのオプションを表示 します。

プレゼンテーションの最初のスライ ドが表示されます。画
面の右上に表示バーが表示されます。

表示バーは、スライドショーの実行中にレスポンス集計の

開始や終了、集計状況の確認ができる機能などを備えたツ
ールバーです。

5,マ ウスをクリックして、ス

ライ ドショーの進行をコン

トロールできます。

a.スライ ドを表示すると、
自動的に集計が始まりま

す。

スライ ドのオブジェク トによって、スライ ドの操作方法が

若干変わ ります。

集計中にレスポンスが受信されます。

集計中

次の中で哺乳類は?

1.ヘビ

2.クジラ

3.鷹

4.ペ ンギン

5.ネ ズミ

b。再度クリックして集計を  集 計終了後に送信されたレスポンスは受信されません。
締切り、結果を表示しま

す。 集計終了

表示バー

-$]r-

集計終了
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インタラクティブ プレゼンテーションの実行

c。再度クリックして次のスラ

イ ドヘ進んでください。

″emο ′スライ ドを進めるには、PowerPointの矢印

やマウスをクリック、スペースバーや矢印キ
ー、Enterキーを押すなど様々な方法があり

ます。

6.最 後のスライ ドをクリック TurningPointを終了する際に、セッションファイルを保存す
するか Escキーを押して、  る かを確認するメッセージが表示されます。デフォル トの
スライ ドショーを終了して  保 存場所は、My Documents/TurningPoint/SesSiOnsです。
ください。         デ フォル ト名を選択する場合は日付と時間がファイル名に

追加されますが、任意のファイル名でも保存できます。

結果の保存

プレゼンテーションの最後に、レスポンスの集計結果を含むPowerPointプレゼンテーショ
ンと、Excelレポー ト作成用のセッションデータをそれぞれ保存できます。

レスポンスの集計結果を含むPowerPointプレゼンテーションの保存方法については、プレ
ゼンテーションスライ ドの保存をご参照ください。

セッションデータを口tpZフアイルとして保存する

TurningPointプレゼンテーションを実行するとセッション ファイル が作成されます。セッ
ションの結果は、,tpzファイルで保存できます。データは後で確認ができ、様々なレポー ト

機能がご利用いただけます。

操作手順

1.TurningPointリボンから

Iセッションの保存]ボタン

をクリックします。

2.セ ッションの結果を保存す
るファイル名を入力しま

す。

KEEPAD JAPAN()Copyright 2008

セッションの結果を保存するには.“

セッションの保存ダイアログが開きます。
セッションの保存

デフォル トのファイル名は日付と時間ですが、任意のフ

アイル名で保存することもできます。

一昴

一
む鵬一

國
躍

田
上

次の中で哺乳類は?

1.ヘビ

2.クジラ

3.鷹

4.ベンギン

5ネ ズミ
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|

J

[保存]ボタンをクリックし
ます。

TumingPointリボンから、

Iリセット]>[セツシヨン】
を選択します。

インタラクティプ プレゼンテーションの実行

Mamo「 保存場所については、TuningPointのデフォル
ト保存場所:My Documentsp TuningPoin,

Sessionsへの保存をお勧めします。 (セッション

の再スター トやレポー ト作成のために.tpzフアイ
ルを検索する場合、TumingPointnは自動的にこ

のフォルダを検索します。

現在のセッションデータを消去して、新しいプレゼンテ
ーシヨンで新しいレスポンス データを収集できます。

Mamo′ セッションをリセットした際およびセッション

を保存せずにTumingPointを終了しようとした

場合、現在のセッションの集計結果を保存する
かを確認するメッセージが表示されます。
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レポー トの作成

レポー トの作成

TurningPointセッションで収集された参加者からのレスポンスを基に、様々なレポー トを作
成することができます。質問や回答、参加者情報、プレゼンテーションで収集されたレスポ
ンス情報などが印刷可能なWord文書かExcelワークシー トで作成されます。

質問レポー トの結果やデモグラフィック レポー トといったカテゴリ別のレポー トメニュー

が表示されます。レポー トのカテゴリをクリックするとサブカテゴリが表示され、レポー ト
名を選択すると画面の右側にレポー トのサンプルが表示されます。

個人別、グループ別、スタンダー ド、デモグラフィックなどによつて31種類のレポー トが
作成できます。
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レポー トの作成

¬

|
コ

レポー トの作成

TuningPointリボンのIツール]メニューから、レポー トを作成できます。

始める前に

プレゼンテーションセッションを実行してセッションファイルを作成し、最後に.●zファイ
ルで保存してください。 (『セクション4:イ ンタラクテイブプレゼンテーションOmJ
をご参照ください。)

操作手順

1.T― inJointリボンから

Iツー′呵を選択します。

2.ッ ールメニューから

IRepOtlを 選択します。

レポートを伸威するには.“

ツールメニューが開きます。

レポートロ面が開き、 「セッションJと 『レポートJタ
プが豪示されます。

Repat書 選択

uhcP。 薇 調ィ琳 ―ト

¬nttP●最解析

硼噺けシブレーh07977~~ト

ラ"郷 …r―

rhboTirtj-F
BldbordOrtJ-F
VantcPoht
O.ptinhitt
furi. |{oE

雌

■日前日Po薇 "‐ r駒口がグレード

一■
■
一日
，■
一口
■

●
一４
「
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レポー トの作成

3.セ ッションタブを選択しま  レ ポー ト画面が、セッションフォルダにあるセッション

す。            フ アイルの一覧を表示します。

レポート:セッションの選択

「[勇翼5「1慕 FI

』 ウ

<)a1EN1ltu

Oaltt*h7 Ew7r4tu

00■-4ツ

姜ア
 : | 1 1

4.セ ッションファイルを選択
します。

‐ PowerPointで 開いている
セッションを使用する場
合は、現在のセッション

を選択します。

セッションフォルダの

中からセッションファ

イルを選択します。

バックアップセッショ

ンファイルからセッシ

ョンファイリレを選択しま

す。

他の保存場所からセッシ

ョンフアイルをインポ
ー トします。

セッションフアイルは以下のいずれかの方法で選択でき

ます:

TurningPointプレゼンテーションが開いていて、レスポ
ンスデータが集計された場合にのみこの方法がご使用い

ただけます。

セッションフォルダからセッションファイルを表示する
には、マイセッションファイルを選択します。

バックアップセッションファイルを表示するには、マイ
バックアップセッションフアイルを選択します。

セッシヨンをインポー トするには、ファイルー覧の上

部、フォルダの形をした[インポー ト (セッション)lボ
タンをクリックします。TumingPoint、TurningPoint

Anywhere、TestingPointなどで使用したセッションフア
イルが使用できます。
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5.セ ッション ファイルを選択

したらレポー トタブを選択

します。

レポー トの作成

レポー ト画面がセッションフアイルから作成できるレポ
ー トのカテゴリを表示します。

6.

7.

Reports: Lfi- FO{tfi

し,多I啄―ト

カテゴリ=Jレポート

7W77イ "レ ポート

計臣鍛酬「
鵬果

ス"― ドレポ‐ト
'点鮨腋"― ト

。口じ み な" ″ ←ハ
田口じ ノ′―゙じを" ‐, ノ″″■′
O ELS t020レホート

E lpR;€l"sttl?&lulta o4 ril tE)

・7 匡 … ll`三コ

レポー トは名前ごとに分類されています。カテゴリをダ
ブルクリックするかカテゴリ横のプラスマークをクリッ
クして、それぞれのカテゴリのレポー トー覧を確認しま
す。レポー ト名の横のアイコンは、それぞれExcelファイ
ルで作成されるのか、Wordファイルで作成されるのかを
示します。

レポー トの種類を選択したら、画面の右側でサンプルを
ご覧いただけます。

レポー ト名の横のボックス

をチェックして、作成する
レポー トの種類を選択しま

す。

[レポー トの作成]ボタンを  レ ポー トが、MicrOso■ExcelかWordで表示されます。
クリックします。

“”
颯
一
一
薇
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J

remα 複数のレポー トを作成する場合、1つのExcdフ ァ
イルに複数のワークシー トが作成されます。

8.Excd/Wordフ ァイルで、レ 通 常のExcd/Wordフ ァイルと同じように保存します。
ポー トの編集、保存、印刷
ができます。

9.レ ポー トの作成が終わつた
ら、I●7]ボタンをクリッ
クしてレポート画面を開じ
ます。
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レスポンスデバイスの設定と管理

レスポンスデバイス
の設定と管理

レスポンスデバイス レシーバやネットワークを通して、TurningPointプレゼンテーション

に参加者がインタラクテイブに参加できるようになります。

レスポンスデバイス レシーバは、TurningPointインタラクテイブプレゼンテーションを実

行するコンピュータに直接接続されます。

本セクションでは、レスポンスデ′`イスのインストール方法と管理方法を説明します。

参加者はインタラクティブプレゼンテーションの実行中、レスポンスデバイスを使用して

レスポンスを送信します。レスポンスデバイスには以下のデバイスが含まれます :

レスポンスデバイス 解説

ResponseCard IR―レスポンスの送信に

赤外線テクノロジーを使用する、コン

パクトなレスポンスデバイスです。

ResponseCard RF‐レスポンスの送信に

無線周波テクノロジーを使用する、コ

ンパク トなレスポンスデバイスです。
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レスポンスデバイスの設定と管理

IRレシー′`のインス トール

ResponseCard IRは、赤外線テクノロジーを使用してTurningPointと通信します。レシーバが

それぞれのResponseCardから送信されたシグナルを受信し、TurningPointにレスポンスを

送ります。

ResponseCard lRl lR L,,r- l l

・げ
ヅ

次のステップ

IRレシーバの設定を管理するにはクスホンス ラ =イスの幽庭を ご参照ください。

KEEPAD JAPANC)Copyright 2008

操作手順

1.レ シーバを、プレゼンテー

ションを行うコンピュータ

のUSBポ ー トに接続しま

す。

前方に障害物のない場所に

レシーバを設置してくださ
い。

IRレシー′ヽをインス トールするには."

Windowsが レシーバを検出し、必要な ドライバをインス

トールします。

IRレシーバ

レシーバは 目視できる場所でしかレスポンスを受信しな
いので、レスポンスデバイスから信号を受信できる場所
にレシーバを設置する必要があります。部屋にいる全員
が目視できるような高い位置にレシーバを設置してくだ

さい。

Memo「 IRレシーバの有効な距離は27メ ー トル です。IR

レシーバ ■台で最大 80名 からのレスポンスを受

信できます。 (50名までの小規模グループでは

集計時間を短くできます。)

部屋のサイズや参加者数が最大受信数を超えて

いる場合は、複数のレシーバをご使用くださ

い 。
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レスポンスデバイスの設定と管理

RFレ シー′`のインス トール

ResponseCard RFは、無線周波テクノロジーを使用してTurningPointと通信します。レシー

バがそれぞれのResponseCardから送信されたシグナルを受信し、TurningPointにレスポン

スを送ります。

ResponseCard RF& RF L r- l \

操作手順           RFレ シーバをインストールするには."

1.レ シーバを、プレゼンテー  Windowsが レシーバを検出し、必要なドライバをインス
ションを行うコンピュータ  ト ールします。
のUSBポートに接続しま                         RFレ シーバ

す。

Memο 「通常のRFレシーバの有効な距離は70メー トル、長距離レシーバは120メー

トル です。

(RFレシーバとResponseCardが障害物のない直線上にある必要はありません。)

受信できるResponseCardからのレスポンス数は、レシーパのライセンス容量です。
ライセンスの上限はレシーバ1台でResponseCard l,000台です。部屋のサイズや参
加者数が最大要件を超えている場合は、複数のレシーバをご使用ください。

次のステップ

RFレシーパの設定を管理するにはレスポンス ヴウ=イスα 協 議 ご参照ください。

Mθmοr参加者のデバイスが受信できない場合はデバイスの通信機能を確認してくださ

い。無線周波レスポンスデバイスの場合、レスポンスが受信されたことはデバイ

スの緑色のライ ト〔ResponseCard RF)で確認できます。
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レスポンスデバイスの設定と管理

レスポンスデバイスの管理

プレゼンテーション前に必ず、
ださい。

操作手順

1. TurningPointリボンから、

Iツ
ー′呵>IIt定]を選択

します。

ResponseCardの台数とレシーバとの通信状態を確認してく

レスポンス デバイスを設定するには,“.

設定画面が開きます。

設定画面

画面左側のパネルから
レスポンスデバイスを

選択します。

レスポンス デバイスの設定画面はウィンドウの右側で

す。

使用予定リデ′イス          :oo

設定画面:レスポンス デバイス

懇

囃̈勁蠣̈
義
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レスポンスデバイスの設定と管理

レシーバの横の ドロップダ

ウンボックスから、レシー

パのチヤンネルを選択して

ください。

この設定は、RFレ シーパのみです。

″emO′70m以 内で複数のレシーバを使用する場合には、電波干渉を避けるために異なる

無線周波チャンネルを設定してください。

ResponseCard RFは82チャンネルあります。 (デフォル トチヤンネルは41です。)

レシーバのチヤンネルを変更した場合は、ResponseCardのチヤンネルも変更する

必要があります。ResponseCardのチヤンネル変更についての詳細は、

RespOnseCard無線周波チャンネルの設定を参照してください。

4.使 用予定のレスポンス デバ

イス数を入力してくださ

い 。

a.[ResponseCardその他]
の下に、[使用予定のデ
バイス]があります。

b.[使 用予定のデバイス]を
選択するとテキス トボ

ックスが開きます。

c.使 用予定のデバイス台数

を入力します。

do Enterキーを押します。

使用予定のレスポンスデバイスの数が更新されます。

Memo「 ResponseCardからのレスポンス数はライセンス霧 をL"と ι τιlるため、使用

予定のデバイス台数はレシーパのライセンス容量を超えることはできません。

3. 設定画面:チヤンネル

設定画面:使用予定のデバイス

］艶知「『艶『詢『『
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レスポンスデバイスの設定と管理

ResponseCardsの無線周波チャンネルの設定
隣接した部屋で複数のプレゼンテーションを同時に行う場合、レスポンス デバイスとレシ
ーパの電波干渉を防ぐために無線周波チャンネルを変える必要があります。

隣接した部屋での電波干渉を防ぐためにチャンネルを変更する場合、できるだけ離れた番号

を設定することをお勧めします。例:1台のレシーバがチャンネル41なら、別の1台のチヤン
ネルは80に 設定。

レスポンス デバイスのチャンネルを変更する前に、 レシーパのチヤンネルを変更 して くだ

さい。レシーバのチヤンネル変更方法は、レスポンスデバイスの管理をご参照ください。

RespOnseCard RFのチヤンネルを設定する操作手順

1.キ ーパッドの[GOlボタンを押してから放

してください。

2.ラ イ トが赤と緑に点滅している間に、レ

シーバと同じチャンネル番号を入力しま

す。

3.ラ イ トが黄色に点灯します。

4.再 度[GO]ボタンを押します。

5.ラ イ トが縁に点灯します。緑色のライ ト

が点灯しない場合は1‐4のステップを繰り

返してください。

ResponseCard RF

- -;>--- :-;__.

!lTurningPoint
www.tumln gt€chnologi€iom

o

@@@
@@@
@@@
Logln

@@o
R.r!6..Gardr RF
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参加者リス ト

の作成

参加者のレスポンスを追跡するには、参加者リス トを作成する必要があります。プレゼンテ
ーションの実行中にレスポンスデバイスを使用して質問に答えた参加者を、参加者リス ト
で確認できます。

参加者名とその他の情報は、レスポンスデバイスのデバイスIDと一緒に記録されます。
デバイスDは 裏面のデバイス タグに記載されています。
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参加者リス トウィザー ドを使つて参加者リス

卜を作成
参加者リス トウィザー ドが、インタラクティブプレゼンテーションで使用する参加者リス

トの作成手順を表示します。参加者リス トは参加者の名前やデバイスID、関連情報等を含み

ます。

標準のテンプレー トを使用するか、出席者に関する情報を必要なだけ保存できるように独自
のリス トを作成するかを選択できます。

操作手順

1.TurningPointリボン

から、I参加者]>[参加

者リス トウィザー ド]
を選択します。

2.新 しい参加者リス トに

使用するテンプレー ト

を選択します。

参加者リス トを作成するには.“

参加者メニュー

下塩7
国  参 加者モニタを表示

回  毒詢0■lJストウィザード

」 参 加者リスMMン ポート

」  参 加者リストの編集

轡 参カロ■lJストの肖J除

参加者リス トウィザー ド画面が開き、既存のテンプレー トかカ

スタム テンプレー トを選択できます。以前に作成したカスタ

ム テンプレー トは、[カスタム テンプレー ト]ボタンを選択す

ると右側のカスタム テンプレー ト画面に表示されます。

参加者リス トウィザー ド

参加者リストテンプレートを選択してくださtヽ

1  0教 育向けテンブレート

|  ○ ビジネス向けァンフレート

|  ○ 利用可能なフィールトテンブレート

1   0カスタムテンブレート

カスタムテンプレート

キヤンコ♭         章 「  漱 ヘ

参加者リス トのテンプレー トは以下の4種類です:

: 教育向け―幼稚園～高校および大学以上の教育現場向けプ
レゼンテーションで使用される標準的な生徒 ・学生情報

〔名前、生徒IDなど)が含まれます。

, ビジネス向け―企業の会議でよく使用されるエントリ情報

〔名前、会社名、電話番号など)が含まれます。
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[次へ]ボタンをクリ

クします。

ツ

・ 利 用可能なフィール ド:TurningPointで利用されるすべての
エントリ情報が含まれます。

・ カ スタム:カスタマイズした参加者リス トの作成や、以前作
成したテンプレー トの一覧からも選択できます。

新しいテンプレー トを作成する場合はテンプレー ト名をつけて

ください。名前をつけて[OIqボタンをクリックしてください。

カスタム テンプレー トの名前

カス弘 テンプレートの名前を入力してください。

回
国

参加者リス ト情報のエントリ (フィール ドと呼ばれます)画 面
が表示されます。テンプレー トを構成するすべてのエン トリが

右側の[選択されたフィール ド]画面に表示されます。下記画面
で、テンプレー トヘのエントリの追加、削除および順番の入れ

替え等が行えます。

参加者 リス ト:フィール ドの追加と削除

参加者リストのフィールドを選択してくださしヽ

選択されたフィールド

D

０
０

０

０

カスタムフィールドを追カロする

|     1  勘

キウ ●レ          戻 る  国
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右 [>]と左[く]矢印ボタ
ンで [選択されたフィ
ール ド]のリス トをカ

スタマイズします。

・テンプレー トからエ

ントリを削除するに

は、[選択されたフ

ィ‐―ル ド]から肖1除

するエントリを選択
して左矢印ボタンを

クリックします。
.テンプレー トにエン

トリを追加するに

は、[使用可能なフ

ィ……ル ド]から追カロ

するエントリを選択
して右矢印ボタンを

クリックします。

[選択されたフィー

ル ド]内の順番を変
えるには、上 ・下ボ

タンをクリックして

ください。

[次へ]ボタンをクリッ
クします。

6.グ ループ名を入力して

I追加]ボタンをクリッ

クしてください。

a.チ ーム競争に参

加するグループ

を選択してくだ

さい。

KEEPAD JAPANC)Copyright 2008

フィール ドリス トからエントリを選択する際に、Shitボタン

を押 して連続したエントリの選択、またはCtiボタンを押して

複数のエン トリの選択ができます。

Mθmo「[使用可能なフィール ド]のエントリをダブルク

リックして、[選択されたフィール ド]に追加す

ることもできます。

グループエントリのボックスが表示されます。この画面から
参加者リストにグループを追加してください。グループに分け
ることにより、デモグラフィック レポートやチーム競争など
のレポー トがより有意義なものになります。

参加者リス トウィザー ド:グループの追加

グループを参力□者リストに追加する

参加者リストにグループをオブション追加できま  含 まれたグループ
す。デモグラフィックを追跡ける場合やチーム需争 1
を使用する場ま グループを参加者リストに追加
してください。

新規グループの作成

|     1  勘

■- 1 1 “や : , T t ●= I I ― ■1 首`l r  t ‐■1 ■1

キヤカレ           匡 壷 コE黙  |

グループリストに含まれるすべてのグループが表示されます。
さらにグループを追加する場合はこのステップを繰り返してく
ださい。
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7.I次へ]ボタンをクリッ 参 加者リストのサマリーページが表示されます。
クします。

参加者リス トウィザー ド:サマリー

参加者情報を追加する

■‖耐削スM"マ リ ー   ー ー ー ー ー ー       ー    ー ー

1酪
:

: 7・r―ルト倒購         ユ

ー カ トワ数:      ュ

異習 ぎ3裏7♭認 I彗舶蹴潔 蹴 群辮 程饉言
エクスポートや、グループヘ0参 加者の割り当てを行うことJできます。

キr Jコレ         蔵  回

8.参 加者ファイルの構成 参 加者リス トのフアイル名、参加者数、フィール ド数、グルー

を編集します。     プ なども設定で変更できます。

古いファイル名を選択し、表示されたボックスに新しいファイ
ル名を入力してください。

フィール ド数やグループ数は、それぞれの編集画面に戻つて編
集してください

9.[終 了]ボタンをクリッ デ ータの編集、貼り付け、インポー トなどができる参加者情報
クして参加者リス ト  画 面が表示されます。この画面からフィール ドやグループの追
を作成します。    加 や肖1除もできます。

10。以下のうちいずれかの
参加者リス トウィザー ド:参加者情報

方 法 で 、 名 前 と そ の 他    ___  爾
JJ百 り^卜 ・ノイ7~卜 :フJIIttπ租

の参加者情報を新しい

参加者リス トに追加し

ます:

a.フィール ドをクリッ

クして情報を入力し

ます。

boExcelデータをコピ
ー ・ペース トしま

す。

c.Excelワークシー ト

からデータをインポ
ー トします。

●・/Uレ〔:: : : : : : : : : :〕
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11.デバイスIDは、レスポ
ンスデバイスの背面の
パーコー ド下に記載さ

れたシリアルナンバー

です。

12.[ファイル]>[保存]を
選択して、参加者情報
のウィンドウを開じる

前に参加者リス トのデ
ータを保存します。

13.参カロ者リス トは、
TurningPOintリボン上
の[参加者リス ト選IRI
からいつでも検索でき
ます。

14.画面右側のパネルに使
用できる参加者リス ト
が表示されます。デフ

オリレトの参加者リス ト
は (匿名)で す。

Mamo「デバィスIDのExcelファイルをご希望のお客様は、
Keepad,apanまでご連絡ください。
Email:sales.iD@keeDad.COm

電言舌:0666128700

新規参加者リス トを参加者リス トが ドロップダウンメニューの

選択項目として追加されます。

参加者 リス トの選択

01
儡 |

参加者フォルダ内にある有効な全参加者リス トが表示されま
す。

参加者リス トの―覧

MamO′インタラクティブセッションを実行する前に、参加者リストのドロップダウンメ
ニューから必ず参加者リストを読み込んでください。

KEEPAD JAPANO Copyright 2008

州 ● し 口
¨
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成功するプレゼンテーションのヒント

操作手順

1.レ シーバを、プレゼンテー

ションを行うコンピュータ

のUSBポ ー トに接続しま

す。

Appendix

レスポンス デバイスの設定
から使用予定のチャンネル

とデバイス台数を設定しま

す。

集計テス トを実行してデバ

イスからのレスポンスを受

信できるか確認します。

TurningPOintリボンから、

[リセット]>Iセツシヨン]を
選択します。

5.レ スポンスデバイスを選択
します。

TumingPointプレゼンテーションを成功させるには,“

Windowsがレシーバを検出し必要なドライバをインスト
―ルします。

RFレシー′`

セッションのリセッ ト

馬
セッシ:
の1呆:

|ロ セツシン

□ 1現在のたイド

Ъ  サベてのスプ ド

集計されたレスポンスをすべて消去し、セッションを再
スター トします。

レスポンスデバイスの一覧

レスポンスデ′ヽイス

IRレシーバ

らぃヽ鋏

3.

設定画面

ユリ ー■機 上■き'6

一

ｏ

」

Ｌ

」

レスボンスデバイス
キーボードキー0～ 9

自動シミュレーション
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Appendix

6.参 加者リス トを使用する場

合は[参加者リス トの選択]
ボタンをクリックして、画

面右のパネルから使用する

リス トを選択してくださ
い 。

7.F5を 押すか、PowerPOintメ
ニューのIスライ ドショー

]>

I最初]からを選択してプレ

ゼンテーションを始めてく

ださい。

8.TurningPointスライドを表
示させると、自動的にレス

ポンスの受信が始まりま

す。

a。参加者からのレスポンス

を待ちます。

b。1回 クリックし、投票受
付を終了して結果を表示
します。

c。もう一度クリックする
と、正しい回答マークを

表示するか次のスライ ド
に進みます。

9.プ レゼンテーションの終了

時にスライ ドショーを終了

するには、もう一度クリッ

クします。 (Escキーでも

終了できます)

KEEPAD JAPANC)Copyright 2008

参加者リス トの選択

最初のプレゼンテーションスライ ドが表示されます。
TurningPointは画面右上に表示バーを表示させます。

挿入されたオブジェクトにより、それぞれのスライ ドの

扱い方が変わります。

次の中で哺乳類は?

1.ヘビ

2.クジラ

3.鷹

4.ベンギン

5.ネズミ

●C′Ⅲ

次の中で哺乳類は?

1.ヘビ

2.クジラ

3.鷹

4.ペンギン

5.ネズミ

Mamo「 スライ ドはPowerPOintと同様、 マウスをクリ

ック、スペースキーを押す、矢印キーで操

作、Enterキーを押すなどで進められます。

ス
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Appendix

10.集計結果と共にPowerPoint

プレゼンテーションを保存
します。

11.TurningPointリボンから、

[セッションの保存]ボタン

を選択します。

12.必要に応じてレポートを
作成します。

PowerPoint保存メニュー

ブレゼンテ‐ション2‐M●7●S●"Po贈 IPoい1

セッションの保存

圏
iキーポードキー0～ 9 ・昌

製
I D Reports

iセデン=レ型

□
―スタンダード

らわ 上LI交リンク

勁 1分岐間顧

口I TeSthcPom証,インポート

ロI TurnhcPoht関晰

口 1鱗 テンブレートのアップデート

田 ,ラ済 ガ ウイード明睫

I WebCTウィザード

國 I Blackb●ard●・rザード

▲ I Va献“・Pont

el Questbnbht
口 I Enterpr轟o Man∝er

“
1設

定

.・II TurnmgPohtレシーバのアップグレード

I RespoNeWaに 鴨b

Mθmo「TumingPointプレゼンテーションは、Pa″ rPo加′′名″アイコン と詢rnsSh`

統 アイコンの両アイコンから保存してください。両アイコンはTumingPoint&

PowerPointツールバー上で同じように見えますが、各ファイルはそれぞれのアイ
コンから保存されます。プレゼンテーションの保存をする時は、PowerPOintから

保存してください。参加者から集計されたセッションデータを保存するには、

TurningPointリボン上の[セッションの保存]ボタンから保存してください。

電脇鶏欝鵬錮鳥・・.

電機罪尊鵬 断…

電遜鋼郷騒懸識離フ

目堀黎野ip"″′脚瑯カ

鼠聯覇螺脇膝麟留
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Appendix

TurningPointリボンの解説

l E 9 ' 1 ,  i

ホーム  挿 入  デ ザイン  ア リ ーシシ  ス ライドショー 校開  表 示 I TIInhcPoht all18 1

IT留墨曇課炒黒苧
■李―ドヤT,ず'品

③ ?
摯 烈縣 ん

!                           TurnhcPoht a00

TurningPoint 2008リボンを構成する各ボタンの機能は以下のとおりです:

TurningPointソフトウェアについての情報
を表示します。Turning Technologies社にフ

ィー ドバックを送ることができます。

リセット 新しいセッションの開始、または個々のス

ライ ドをリセットして新たにレスポンスを
集計するために、現在のレスポンスデータ

をクリアします。レスポンスの集計につい

ては、 「セクション4:イ ンタラクティブ
プレゼンテーションの実行」をご参照くだ

さい.

前回保存されたセッションファイルを開き
ます。

前回のセッションを続行

セッションの保存

脚　日目口情報
一

後で検索できるように、現在のセッション

データを保存します。セッションの保存に
ついては、 「セクション4:イ ンタラクテ

ィブプレゼンテーションの実行」をご参照
ください。

プレゼンテーションを作成する
TurningPointスライドのメニューを表示し

ます。TurningPointスライ ドについては、
「セクション2:ス ライ ドの作成と修正」
をご参照ください。

TurningPOintリボン

ブレゼンテーション8-lvlicrOsoft PowerPoint

國
世

一“雌一
スライ ドの挿入

¶ |
スライド|
の挿入 ▼|
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Appendix

画像を質問/回 答に変換

藝 :
明

インプットデバイスの選択

参加者

オブジェク トの挿入

癬|

晶
参カロ

つ．黎
鳳

e:
瀾 顎

ニュ|

参加者リス トの選択

テキストの代わりに、写真を選択肢として

配置します。

スライドの効果を高める項目のメニューを

表示します。スライ ドのオプションについ

ては、 「セクション2:ス ライ ドの作成と

修正」をご参照ください。

TumingPointを使用したプレゼンテーショ

ンおよびセッションの、レポー ト作成、修
正、追跡、作成、および統合等のメニュー

を表示します。レポー トの作成について

は、 「セクション5:レ ポー トの作成Jを
ご参照ください。

レスポンスデータ収集時に使用する入カソ
ースを選択します。レスポンスデバイス、

キーボー ドのキー 0～ 9、および自動シミ
ュレーションが含まれます。

参加者リス トの作成、編集、削除するオプ

ションです。これらのオプションについて

は、 「セクション7:参 加者リス トの作

成」をご参照ください。

参加者リス トを現在のセッションに関連付

けるために使用します。参加者リス トにつ

いては、 「セクション7:参 加者リス トの

作成」をご参照ください。

オンラインヘルプフアイルを開きます。TurningPoint′ ルヽ プの表示
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Appendix

設定

設定メニューでは、TumingPointのレスポンスデバイス、プレゼンテーション、スライ ド、

回答の設定を確認 口変更することができます。

レスポンスデバイスの設定
レスポンスデバイスの設定ではTurningPointに対応するデバイスの設定を碓認 ・変更できま

す。設定項目の詳細は以下のとおりです。

ResponseCard レシーバの設定を確認できます。
チヤンネル

設定

レシーバ    コ ンピュータに接続されているレシーバIDとチャンネル

が表示されます。

ResponseCard 様 々なResponseCardの設定を確認 ・変更できます。
その他

チャンネル変

更を強制的に

適用する

使用予定の

デバイス

参加者リス ト

を実行する

レシーバ接続時に特定のレシーバチャンネルに強制変換
します。Falseを選択した場合、チャンネルはデフォル

ト番号で設定されます。Trueを選択した場合、事前に設
定したスロット番号順にチャンネルが設定されます。
プレゼンテーシヨンで使用するレスポンスデバイスの

数を表示します。この設定は、 [自動シミュレーショ

ン]、 レスポンスカウンタおよびレスポンステーブル

を利用する場合に必要となります。
Trueに設定すると、読み込まれた参加者リス トに含まれ

ない回答者のデータを除外できます。Falseに設定する

と、すべての参加者のレスポンスが受け付けられ、参加

レスポンスデバイスの設定

一
¨

卸
艶
卸
¨
勁
艶
艶
釦
如

¨
ｍ
ｍ
証
藤
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Appendix

無効な回答の

お知らせ

ユーザー情報

を上書きする

者リス トに含まれない回答者のレスポンスはリス トの末

尾に追加されます。
Trueに設定すると、無効な回答を選択した場合には赤

く、有効な回答を選択した場合には緑にResponseCard

のライ トが点滅します。例)ス ライ ドに3つの回答選択

肢があリキーパッドの5を押した場合、ライ トは赤く点

滅します。
Trueに設定すると、ResponseWare Appまたは
ResponseWare Webのユーザー情報を、読み込まれた参
加者リス トに上書きできます。デフォル トはFalseに設

定されており、ユーザー情報は参加者リス トが空欄の場
合にのみ書き込まれます。

ResponseWare 様々 なResponseWare App/RemotePollの設定を確認“変更できます。
App

設定 解説

ResponseWare

App/RemotePoll
を有効にする

ポート番号

暗号化を有効に
する

Trueに設定すると、参加者はResponseWare Appまたは
RemotePollアプリケーションからご利用中のコンピユ
ータに接続して、インタラクティプセッションに参加

できます。
RespOnseWare AppとRemotePollアプリケーションの接
続を確立するポー ト番号を指定できます。
Trueに設定すると、ResponseWare Appのメッセージは

すべて暗号化されます。
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Appendix

プレゼンテーションの設定
プレゼンテーションは、スライ ド作成や表示方法、その他のオプションの設定を含みます。
プレゼンテーションの設定を選択すると、今後作成するスライ ドの設定が変更されます。
現在編集中のスライ ドの設定が変更されることもあります。

回答入力 回 答テキス ト入力の設定を確認 ・変更できます。
の設定

設定 説明

=ヘビ

5わ ヽ
　̈　　ｎ̈』』］　　５̈５●５　　　ｍ施I rffi | offi or{oE

選択肢箇条
マークの設定

デ フオル トの選択 肢箇条 マー クを設定で きます 。

Alpha Lowercase Parenth=a)′

Alpha Lowercase Perlod=a.′

Alpha Uppercase Penod=A.′

Decimal Parenth=1)′

Decilnal PeriOd=1.,

Roman Lowercase Penod=1.′

Roman uppercase Period I.

The defaultis set at Decilnal Period.

バック  パ ックアップの設定を確認 口変更できます。
アップの

設定

設定 説明

バックアップの

メンテナンス

バックアップ

セッション

バックアップフォルダにバックアップファイルが保存される
日数を1日から90日まで設定できます。デフォル トでは7日間
となっています。設定期間が過ぎるとファイルは自動的に削
除されます。
保存されていないセッションをTurningPointで自動バックア
ップするかどうかを指定できます。Trueに設定すると、
TurningPointディレク トリ内にあるバックアップフォリレダに
自動バックアップされ、Falseに設定すると自動バックアップ
されません。
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Appendix

グラフの

設定

リアルタイム  セ ッションデータのリアルタイムバックアップの保存先を指
バックアップの 定 します。データは.XMLファイルで保存されます。デフォル
パス       ト の保存先はバックアップノセツシヨンフォルダです。

保存先を変更するには :
1.〕現在の設定箇所をクリックしてダイアログボックスを開き

ます。
2.〕保存先を入力するか、[ .̈]を選択して保存先を開きます。
3.〕ダイアログが開きます。
4.〕保存先を選択します。
5.〕10Klを選択します。
6.〕[適用]を選択して保存先に設定します。

グラフの設定を確認 口変更できます。グラフの色を変更するには
1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。
2.〕希望の色を選択します。

設定 説明

自動スケール

グラフ

グラフの色

Falseに設定した場合、集計した実際のレスポンス数を反映し
たグラフ表示になります。Trueに設定した場合、レスポンス
数を忠実に反映したグラフではなく、全体との比較を重視し
た表示になります。
プレゼンテーションで使用するグラフの色を事前に定義でき

ます。[Co10r scheme]に設定すると、PowerPOintで設定されて

いる色スキームが適用されます。[Correct/1ncorrec可に設定す

ると、[すべての設定]メニューで設定されているデフォル ト

の正解/不正解の色で表示されます。[User Deined]に設定す

ると各グラフの色を選択できます。デフォル ト設定は[Co10r
Scheme]です。

グラフ1の色を選択します。
グラフ2の色を選択します。
グラフ3の色を選択します。
グラフ4の色を選択します。
グラフ5の色を選択します。
グラフ6の色を選択します。
グラフアの色を選択します。
グラフ8の色を選択します。
グラフ9の色を選択します。
グラフ10の色を選択します。
正/誤スライドの正解グラフに使用されるグラフの色を選択し
ます。
正/誤スライドの不正解グラフに使用されるグラフの色を選択
します。
グラフのラベルに実際の回答か回答番号のどちらを表示する
か指定できます。デフォル トは回答です。
絶対値 (各回答を選択した参加者数)か パーセンテージ (各
回答を選択した参加者のパーセンテージ)で グラフ値の表示
方法を指定します。グラフ値の表示形式を絶対値、0%、
0.0%、0.00%の中から指定できます。デフォル トは0%で
す。

グラフの色1
グラフの色2

グラフの色3

グラフの色4
グラフの色5
グラフの色6
グラフの色7
グラフの色8
グラフの色9
グラフの色10
グラフの色
正解
グラフの色
不正解
グラフのラベル

グラフ値の形式
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グラフの

リセット

閲覧のみ

スタンダード

グラフの種類

スライ ドやセッションがクリアされた際に、グラフをリセッ
トするかどうかを設定します。Falseに設定すると、集計が始
まるまでグラフはリセットされません。

集計結果をプレゼンテーション中にグラフ表示するかどうか

を指定できます。Trueに設定すると、集計中にグラフは表示

されず、集計終了後に閲覧できます。デフォル トはFalseで、
プレゼンテーションの実行中にグラフを表示します。
チーム割り当てに使用するデフォル トのグラフタイプを指定
できます。[はい/いいえ]、[正/誤]、[はい/いいえ/無回答]、
[意見]、[多目的]、[アイスブレイク]、[優先度ランキング]、
[変換されたスライ ド]から選択します。

競争の 設定 競争スライ ドの設定を確認 ・変更できます。

設定      説 明

デフォル トの

チーム数

無回答も含める

最大回答者数

順位表の参加者

チーム順位表
のチーム

チーム割り当てスライ ドに表示するチーム数を指定できま

す。2～20チームを指定でき、デフォル トチーム数は5チーム

です。

チームメンバ内の未回答者をチームの総得点に含めるかを指

定できます。Trueに設定すると、無回答を不正解としてカウ
ントします。

[最も早い回答者]ボ
ー ドに表示する回答者の数を指定できま

す。1～20人を指定でき、デフォル ト人数は5人です。

順位表スライ ドに表示する参加者人数を指定できます。1～20

人を指定でき、デフォル ト人数は5人です。

チーム順位表スライ ドに表示するチーム数を選択できます。
1～20チームを指定でき、デフォル トチーム数は5チームで

す。

空白入力の

設定

その他

結果の表示

その他の回答

を含む

結果数

空白入力の設置を確認 ・変更できます。

設定 説明

キーワー ド表示  集 計が終了すると、設定で指定したキーワー ドが空白入カス

ライ ドに表示されます。

空白入カスライ ドに結果を表示します。

表示される最終結果の番号に、その他の結果の総数と共に[そ
の他]が表示されます。

空白入カスライ ドに表示する結果数[1～10]を指定します。

その他の設定を確認 口変更できます。

設定      説 明

常時ア ドインを

読み込む

重複を許可する

TumingPOintの起動方法を指定できます。True選択すると、
PowerPoi■起動時にTurningPointを起動します。Falseを選択

すると、TurningPointアイコンからの起動のみとなります。

参加者が同一レスポンスを1回以上送信できるかを設定しま

す。デフォル ト設定はFalseで、同じ回答の送信は1回のみで

す。この設定は、複数の参加者が1台のレスポンス デバイス

を共有する際に使用されます。
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ユーザーからの 参 加者がプレゼンテーション実行中にフィー ドバックを送信

フィー ドバック で きるかを指定します。この機能は、ResponseCard RFで

を許可する   「 ?」ボタンを押して実行できます。デフォル トはTrueで、

プレゼンテーション実行中にFllキーを押してフィー ドバック

した参加者を確認できます。

匿名の自動   匿 名で回答する場合に表示される回答者名の自動アップデー

アップデー ト  ト を設定できます。

正解ポイント  デ フオル トの正解ポイントを+/…10000内で指定できます。デ

フォル トでは100に設定されています。

デフォル トの  TurningPoi載 起動時に読み込まれるデフォル トの参加者リス

参加者設定   卜 を[自動]および[匿名]から指定できます。デフォル トでは

[匿名]に設定されています。

デフオリレトの  TurningPointセ ッションと参加者リス トを保存する保存先を

保存先     選 択できます。デフォル トの保存先はマイ ドキュメントで

す。保存先を変更するには :

1.〕現在の設定箇所をクリックしてダイアログボックスを開

きます。
7.〕保存先を入力 (この場合ステップ4へ進んでください)す

るか、[….]を選択して保存先を開きます。

8.〕ダイアログが開きます。

9.〕保存先を選択します。

10.〕 [OKIを 選択します。

11.〕 I適 用]を選択して、保存先に設定します。

デフォル トの保存先へ戻すには、現在の設定をクリックして

[デフオル トのパスにリセット]を選択します。

プレゼンテーシ TurningPointセッシヨンにPowerPointプレゼンテーシヨンを

ョンを含む   含 むかどうかを指定できます。デフォル トはTrueで、

PowerPointプレゼンテーシヨンは含まれません。

不正解     デ フオル トの不正解ポイント値を+/‐10000で設定します。デ

ポイント値   フ ォル トは0です。

入カソース   TurningPoint起 動時にどの入カソース (レスポンスデバイ

ス、キーボー ドキー 0～9、自動シミュレーション)を 読み込

むかを指定できます。デフォル トはレスポンスデバイスで

す。

言語      TumingPointを 起動する際に表示される言語を指定できま

す。デフォル トはTurningPoint 2008インス トール時に選択し

た言語です。

複数レスポンス 質 問スライ ドの各回答に対するパーセンテージを計算するた

の約数     め に使用される約数を、受信したレスポンスの合計数とする

か、参加したデバイスの合計数とするかを指定できます。デ

フォル トはデバイスの合計数です。

レスポンス   各 質問に対して、各レスポンスデバイスから先に送信したレ

スポンスに上書きせずに送信できる回答数を指定できます。

たとえば、 「3」と入力すると、各回答者は3回まで回答を送

信できます。1～10までのレスポンス数を設定でき、ァフォル

トは1となつています。

ゼロ基準で集計 イ ンタラクテイブセッションで使用するレスポンスの範囲を

設定します。デフォル トのレスポンス範囲は1～10です。

Trucを選択すると0～9に設定され、スライ ドの回答書式が変

更されます。
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現行評価の 現 行評価の設定を確認 口変更できます。

設定

設定 説明

秒間      現 行評価スライ ドで新しく数値が表示される間隔を設定しま

す。5に設定すると、5秒ごとに新しい結果が表示されます。

デフォル トは2秒です。

vPad    vPad Presenterの 設定を確認 口変更できます。
Presenter

設定

設定 説明

ァフォル トのポ
ー ト番号

vPad Presenter

を有効 にす る

vPad Presenter

のパスワー ド

バスワー ドが

必要です

vPad Presenterアプリケーションが接続を確立するために使用
するローカルポー ト番号を1～65535で指定できます。デフォ
ル トのポー ト番号は1001です。システムやネットワークの構
成によっては、使用できないポー ト番号もあります。
vPad Presenterアプリケーションを有効にできます。vPad
Presenterを使用すると、Whdowsベ ースのスマー トデバイス

を使用してTurningPointのインタラクティブセッションを操
作することができます。
vPad Presenterアプリケーションにパスワー ドを設定できま
す。設定するとインタラクティブスライ ドを使用するのにパ

スワー ドが必要となります。デフォル トではパスワー ドは設
定されていません。
vPad Presenterアプリケーションを使用する際にパスワー ドを
要求するかどうかを指定します。デフォル トではパスワー ド
は設定されていません。

ドの設定を確認 口変更できます。

説明

ランキング

設定

イラスグンキン
　

定

ラ
　

設

バブルの

グループ
バブル名の表示

バブルサイズ値

の形式
バブルサイズの

表示

Tabキーでバブルグループを回転するときに表示するバブル数
を[1～10]で指定できます。デフォル トのパブル数は3です。
バブルが示すオブジェクトの名前を表示するかどうかを指定
できます。デフォル トはTrueで、バブル名が表示されます。
0、0.0および0.00からバブルサイズ表示の小数点範囲を指定
できます。デフォル ト値は0です。
バブルサイズの値を表示するかを指定できます。デフォル ト

はTrueで、バブルサイズの値が表示されます。
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レスポンス  レ スポンス リマインダの設定を確認 ・変更できます。

リマインダ

設定

設定 説明

今すぐ回答

[今すぐ回答]
のテキス ト

自動進行

カウントダウン

カウントダウン

制限秒数
レスポンス

カウンタ

レスポンス

カウンタの形式

レスポンス

テーブル

回転間隔

新しいスライ ドに自動的に追加されるデフォル トの[今すぐ回

答]オブジェク トを指定できます。デフォル トは[なし]で、[今

すぐ回答]オブジェク トは自動追加されません。すべての[今
すぐ回答]オブジェク トが選択できます。

[今すぐ回答]オブジエクトのテキス トを変更できます。デフ

ォル トは[今すぐ回答]です。

カウントダウンタイマやレスポンスカウンタが集計を完了し

た後に、グラフを自動表示できます。デフォル ト設定はFalse

で、グラフは自動表示されません。

新しいスライ ドにカウントダウンオブジエクトを自動的に追

加するかを指定できます。デフォル トは [None]で 、カウン

トダウンオブジエクトは自動追加されません。すべてのカウ

ントダウンオブジェクトが選択できます。

カウントダウンの制限秒数を1～999秒で指定できます。デフ

ォル トは10秒です。

新しいスライドにレスポンスカウンタオブジエク トを自動的

に追加するかを指定できます。デフォル トは [None]で 、レ

スポンスカウンタは自動追加されません。すべてのレスポン

スカウンタが選択できます。

新しいスライ ドに自動的に追加するレスポンスカウンタオブ

ジェク トを指定できます。オブジエクトは[COun](レ スポン

ス 数 )、 [ P e r C e n可、 l B O t h ] ( C O u n tと P e r c e n t )か ら選 択 で き ま

す。デフォル トは[Coun]です。

新しいスライ ドにレスポンステーブルオブジエク トを自動的

に追加するかを指定できます。デフォル トは [None]で、レ

スポンステーブルは自動追加されません。すべてのレスポン

ステーブルオブジエクトが選択できます。

回転レスポンステーブルに各デバイスが表示される間隔 [1～

10]秒 を指定できます。デフォル トは2秒間です。

レスポンス/ レ スポンス/非レスポンスグリッドの設定を確認 ・変更できます。

非レスポンス 背 景や前景の配色を変更するには

グリッドの  1,〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します

設定     2.〕 希望の色を選択しまり。
3.〕[OKlを選択します。

設定 説明

自動グリッド

調整

カスタムセルの

背景色1

レスポンス/非レスポンスグリッドが画面サイズによって自

動調整されるかどうかを設定できます。デフォルト設定は
Trueで、レスポンス/非レスポンスグリッドは自動的にサイ
ズが調整されます。
レスポンス/非レスポンスグリッドの背景色1を設定できま

す。この設定は、 [スキームカラーを使用する]が いいえに

設定されている場合のみ有効です。
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カスタムセルの レ スポンス/非レスポンスグリッドの背景色2を設定できま

背景色2    す 。この設定は、 [スキームカラーを使用する]が いいえに

設定されている場合のみ有効です。

カスタムセルの レ スポンス/非レスポンス グリッドの背景色3を設定できま

背景色3    す 。この設定は、 [スキームカラーを使用する]が いいえに

設定されている場合のみ有効です。

カスタムセルの

背景色4

カスタムセルの

前景色

グリッド背景色
のカスタマイズ

デバイスIDを

表示する

参加者名を表示

する

グリッド

不透明度

グリッド位置

グリッド回転

間隔

グリッドの

サイズ

スキームカラー

を使用する

レスポンス/非レスポンスグリッドの背景色4を設定できま

す。この設定は、 [スキームカラーを使用する]が いいえに

設定されている場合のみ有効です。

レスポンス/非レスポンスの前景色を設定します。

レスポンス/非レスポンスの背景色を設定します。

レスポンス/非レスポンスグリッドにデバイスIDを表示する

かどうかを指定できます。デフォル トはTrueで、デバイスID

を表示します。
レスポンス/非レスポンス グリッドに参加者名を表示するか

どうかを指定できます。デフォル トはTrueで、参加者名を表

示します。
レスポンス/非レスポンス グリッドの透明度を1～100で指定

できます。数値が高いほど、レスポンス/非レスポンスグリ

ッドの透明度は低くなります。デフォル トは90に設定されて

います。

画面表示された時のレスポンス/非レスポンスのスター ト位置

を、下部、左下、左下、中央、左、右、上部、左上、右上、

から指定できます。デフォル トでは、画面の下部に表示され

るよう設定されています。

回転レスポンス/非レスポンスに各デバイスのレスポンスが表

示される間隔 [1～10]秒 を指定できます。デフォル トは2秒

です。

自動グリッド調整がFalseに設定されているときの、レスポン

ス/Jトレスポンスグリッドのサイズを指定できます。デフォ

ル トのサイズは、800x600ピクセルです。
レスポンス/非レスポンスグリッドにPowerPointのカラース

キームを使用するか、TurningPointの設定で定義したカスタ

ムカラーを使用するかを選択できます。

表示バー 表 示バーの設定を確認 口変更できます。

の設定

設定 説明

表示バーの表示

表示バーの展開

補助モニタを

使用

スライ ドショー中に表示バーを表示するかどうかを指定でき

ます。デフォル ト設定はTrueで、スライ ドシヨー中に表示バ
ーが表示されます。Falseに設定した場合、スライ ドショー中

にF9を押すと表示バーを表示できます。

表示バーのスタイルを設定できます。デフォル ト設定はTrue

で、表示バーは完全に展開されて表示されます。

Windows拡張デスク トップを使用する場合に、TurningPoint

表示バーをどの画面に表示するかを指定できます。デフォル

ト設定はTrueで、表示バーは補助モニタに表示されます。
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スライ ドの設定

スライ ド設定では特定のスライ ドの設定が変更できます。

スライ ド設定

グラフの

設定

グラフの設定を確認 口変更できます。

グラフの色

グラフの色1

グラフの色2

グラフの色 3

グラフの色4

プレゼンテーションで使用するグラフの色を事前に定義できま
す。使用可能な設定は[Co10r scheme]、[COrreCt/1nCOrrec]、
[User Defined]です。

[CO10r scheme]に設定すると、PowerPOintで設定されている色
スキームが適用されます。

[COrrect/1nCOrrec]に設定すると、[すべての設定]メニューで設
定されているデフォル トの正解/不正解の色で表示されます。

[User Deaned]に設定すると各グラフの色を選択できます。
デフォル トでは[C010r scheme]に設定されています。
グラフ1の色を選択します。
グラフの色を変えるには :
1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。
2.)新しい色を選択します。

グラフ2の色を選択します。
グラフの色を変えるには :
1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。
2.〕新しい色を選択します。

グラフ3の色を選択します。
グラフの色を変えるには :
1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。
2.〕新しい色を選択します。

グラフ4の色を選択します。

グラフの色を変えるには :
1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。
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グラフの色5

グラフの色6

グラフの色7

グラフの色8

グラフの色9

グラフの色 10

グラフの色

正解

グラフの色

不正解

グラフのラベル

グラフ値の

形式

2.〕新しい色を選択します。

グラフ5の色を選択します。

グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

グラフ6の色を選択します。

グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

グラフ7の色を選択します。

グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

グラフ8の色を選択します。

グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

グラフ9の色を選択します。

グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

グラフ10の色を選択します。グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

正/誤スライ ドの正解グラフに使用されるグラフの色を選択し

ます。

グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

正/誤スライドの不正解グラフに使用されるグラフの色を選択

します。

グラフの色を変えるには :

1.〕現在の色を選択し、カラー選択画面を表示します。

2.〕新しい色を選択します。

グラフのラベルとして、実際の回答テキス トを表示するか、回

答の番号のみを表示するかを指定できます。デフォル トは回答

です。

絶対値 (各回答を選択した参加者数)か パーセンテージ (各回

答を選択した参加者のパーセンテージ)の どちらかで、グラフ

の値の表示方法を指定します。グラフ値の表示形式は絶対値、

0%、 0.0%、0.00%の中から指定できます。デフォル トは0%

です。

集計結果をプレゼンテーシヨン中にグラフ表示するかどうかを

設定できます。Trueに設定すると、集計中にグラフは表示され

ず、集計終了後に閲覧できます。デフオル トはFalseで、プレ

ゼンテーションの実行中にグラフが表示されます。

閲覧のみ
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Appendix

その他

設定

参加者が同一レスポンスを1回以上送信できるかを設

定します。デフォル ト設定はFalseで、同じ回答の送

信は一回のみです。この設定は、複数の参加者が1台

のレスポンス デバイスを共有する際に使用されま

す。

集計中は現在のスライ ドを匿名にし す 。デフォル

トの設定はFalseで、スライ ドは匿名ではありませ

ん 。

デフォル トの正解ポイント値を+/‐10000ポイント内

で指定できます。デフォル トのポイントは100ポイ

ントです。

選択された質問スライ ドをデモグラフィックとして

認識するかを指定します。デフォル ト設定はFalse

で、スライ ドはデモグラフィックとして認識されま

せん。

デフォル トの不正解ポイント値を+/…10000ポイント

内で指定できます。デフォル トのポイント値は0ポイ

ントです。

質問スライドの各回答に対するパーセンテージを計

算するために使用される約数を、受信したレスポン

スの合計数とするか、参加したデバイスの合計数と

するか決定できます。デフォル トはデバイスの合計

数です。
レポー トで使用する質問のエイリアスを設定しま

す。デフォル トのエイリアスはスライ ドの質問で

す。
スライ ドにレスポンスデータを含むかを指定しま

す。Trueを選択すると、スライ ドは集計済みになり

再集計はできません。デフォル トはFalseで、集計が

行えます。

各質問に対して、先に送信したレスポンスに上書き

せずに各レスポンスデバイスから送信できる回答数

を指定できます。たとえば、 「3」と入力すると、各

回答者は3回まで回答を送信できます。1～10までの

レスポンス数を設定でき、デフォル トは1となつてい

ます。

回答時間が長いほど点数を低くするかどうかを設定

できます。デフォル トはFalseで、回答時間の長さは

点数には影響しません。

インタラクテイブセッションで使用するレスポンス

の範囲を設定します。デフォル トのレスポンス範囲

は1～10です。Trueを選択すると0～9に設定され、

スライ ドの回答書式が変更されます。

重複を許可する

匿名

正解ポイント

デモグラフイック

不正解ポイント値

複数レスポンスの約数

質問のエイリアス

レスポンスデータ

レスポンス

速効スコア

ゼロ基準で集計
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Appendix

レスポンス レ スポンス リマインダの確認 ・設定ができます。

リマインダ
の設定

設定 説明

自動進行         カ ウントダウンタイマやレスポンスカウンタが集計

を完了した後、グラフを自動的に表示できます。デ

フォル ト設定はFalseで、グラフは自動的に表示され

ません。

カウントダウン制限 数   カ ウントダウンのデフォル トの制限秒数を1～999秒

で指定できます。デフォル ト設定は10秒です。

カウントダウン音     カ ウントダウン音のフアイルを利用するには、

1.〕現在の設定をクリックして、ダイアログを開き

ます。
2.〕サウンドフアイルが保存されているフォルダヘ

移動します。

3〕フアイル名を選択します。

4〕I開く]を選択します。

5.〕I終了]を選択します。

デフォル ト設定はcNonoで す。

カウントダウン音に使用できるフアイル

は、.ar■.au、.mid、.midi、.mp3、wav、 。wlna。 で

す。
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Appendix

回答入力の設定

回答入力の設定では、特定の選択肢の設定を変更できます。

回答入力の設定 回 答入力の設定を確認 口変更できます。

設定      解 説

回答入力の設定

グラフのラベルとレポー トに表示される回答のエイリ

アス (名前)を 設定します。デフォル トはスライ ド作

成時に入力された回答です。

回答の値を設定します。有効な回答の値は、正解、不

正解、十/‐10000、値なしです。デフォル トは値なしで

す。

回答の
エイリアス

回答値
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カスタマーサポー ト

カスタマーサポート
TumingPointに関するご質問、ご要望等は、KEEPAD IAPANカ スタマーサポー トまでご連絡

ください。営業時間は月曜日か ら金曜 日の 9:00‐18:00です。

KEEPAD IAPAN#rt*+t

;h-Ad-): www.keepad.com

E sr-lVz salesjp@keepad.com

大阪本社
T559‐0034

大阪府大阪市住之江区南港北2丁目1‐10 ATCビルITM棟 6階M‐1‐10

電話番号  : 06‐ 6612‐8700

ファックス : 06‐6612‐8701

東京事務所

T104-0045

東京都中央区築地ル1‐12ビュロー銀座loo5

電話番号   :  03-5565‐ 1834

ファックス : 03‐5565‐1835

その他のオフィス :

ヨー ロッ′i

シンガポール

オース トラリア
ニュージーランド
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